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遺伝子組換え食品の検査 
 

平成21年4～5月にかけて、福祉保健センターが収去した計31検体について遺伝子組換え食品の検査

を実施しました。 

遺伝子組換え食品は、内閣府にある食品安全委員会で安全性に問題ないと判断され、承認されたもの

が国内に流通します。検査は、承認済みのものについては定量検査（食品中に遺伝子組換え品種がどの

くらい含まれているかを調べる検査）を行います。一方、未承認のものについては定性検査（食品中に遺伝

子組換え品種が含まれているかを調べる検査）を行います。 

今回は、承認済みのラウンドアップ・レディー・大豆の定量検査と、未承認のBtコメの定性検査を実施し

ました。 

 

1 定量検査 

大豆穀粒4検体及び大豆加工品（豆腐、おから）12検体についてラウンドアップ・レディー・大豆の定量

検査を行いました。その結果、いずれも混入率は5％以下※1であり、違反検体はありませんでした（表1）。 

 

表1 ラウンドアップ・レディー・大豆の検査結果 

品   名 原産国 検体数 混入率5％を超える検体数 

大豆穀粒 アメリカ 2 0 

 カナダ 1 0 

 日本 1 0 

豆腐 日本 11 0 

おから 日本 1 0 

 

2 定性検査 

コメ加工品15検体（菓子類、米粉、ビーフンなど）についてBtコメの定性検査を行いました。その結果、い

ずれも不検出であり、違反検体はありませんでした（表2）。 

 

表2 Btコメの検査結果 

品   名 原産国 検体数 検出数 

菓子類（せんべい等） 日本 4 0 

米粉 日本 3 0 

ビーフン タイ 2 0 

 台湾 2 0 

ライスペーパー ベトナム 2 0 

冷凍食品（炒飯、焼きおにぎり） 日本 2 0 

 
※1 承認済みの遺伝子組換え食品は、混入率が5％を超えると表示義務が生じ、「遺伝子組換え」である旨

の表示をしなければなりません。一方、5％以下なら表示義務はなく、「遺伝子組換えではない」等の表示

をすることもできます（ただし、書類等で確認ができること、意図的に遺伝子組換え食品を混入していない

ことが前提になります）。そのため、承認済みの遺伝子組換え食品の検査では、混入率が5％を超えてい

るかどうかを調べることになります。 

【 食品添加物担当 】 
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感染症発生動向調査委員会報告 5 月 

 

【患者定点からの情報】 

市内の患者定点は、小児科定点：88か所、内科定点：57か所、眼科定点：18か所、性感染症定点：26か

所、基幹（病院）定点：3か所の計192か所です。なお、小児科定点は、インフルエンザと小児の13感染症を

報告します。内科定点はインフルエンザのみを報告します。従ってインフルエンザは、小児科と内科で、計

145定点から報告されます。 
 
平成21年4月20日から5月24日まで（平成21年第17週から

第21週まで。ただし、性感染症については平成21年4月分）の

横浜市感染症発生動向評価を、標記委員会において行いま

したのでお知らせします。 
 

全数把握の対象 

＜麻しん＞ 

2008年から感染症法における5類感染症の全数把握の対象となり、診断した医師すべてに届出が義務

付けられました。（国立感染症研究所ホームページ http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html) 

2009年5月は27日現在で3例の報告があり、3例とも予防接種を1回受けていました。 

ひと月で100例以上の報告があった2008年に比べてかなり少なくなっていますが、未だ患者発生がありま

すので、予防接種を1回受けていても、麻しんにかかっていない方は予防接種を生涯2回受けることが大切

です。 

2012年の麻しん排除に向けて、予防接種の徹底が最も大切です。 

 

 

≪今月のトピックス≫ 

 季節性インフルエンザとしては、市内では B 型及び AH３(香港型)の検出がわずかにみられて
います。 

 伝染性紅斑が例年よりやや高めの水準です。 

平成 21 年 週－月日対照表 

第 17 週 4 月 20～26 日 

第 18 週 4 月 27 日～5月 3 日

第 19 週 5 月 4～10 日 

第 20 週 5 月 11～17 日 

第 21 週 5 月 18～24 日 

① 風しんとともに全数報告疾患として、発生状況等を詳細に把握 

② 1 歳および就学前 1年間の、麻しん風しん混合ワクチンによる 2 回接種の徹底 

③ 5 年間に限り、中 1 及び高 3相当の年齢の者への定期接種を実施 

《日本は、2008年～2012年の 5年間で、麻しん排除を目指します》 

週別届出数の推移
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＜感染性胃腸炎＞ 

昨年は、第43週から増加の兆しが見られ、第51週の定点あたり報告数は18.51と、今シーズンで最も高い

値となりました。その後減少し、2009年第21週は4.66となりました。集団感染の報告はほとんどなくなりまし

た。行政区別では瀬谷区(12.0)、港北区(7.14)、南区(7.0)が高くなっています。川崎市は7.12、神奈川県

（横浜、川崎除く）は5.67、全国は6.81と、いずれも横浜市より高い値です。 

 

＜伝染性紅斑＞ 

例年並みの水準で推移していましたが、第13週から増加し、第21週は定点あたり1.06と、例年より高めの

水準となっています。川崎市は2.27でした。全国では、過去5年間の同時期と比較して低い水準で推移し

ていて、第21週は定点あたり0.21でした。例年、6月頃が一番高いようですので、今後の動向には注意が必

要です。 

 

＜性感染症＞ 

性感染症は、産婦人科系の11定点、および泌尿器科・皮膚科系の15定点からの報告に基づき、1か月

単位で集計されています。 

4月は、3月に比べて全体としては横ばいですが、性器クラミジア感染症は男性がやや増加し、女性がや

や減少しています。19歳以下の若年層については、男性は性器クラミジア感染症が2例、淋菌感染症が1

例、女性は性器クラミジア感染症が2例でした。 
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【病原体定点からの情報】 

市内の病原体定点は、小児科定点：8か所、インフルエンザ（内科）定点：5か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：3か所、の計17か所を設定しています。検体採取は、小児科定点8か所を2グループに分け、4

か所ごと毎週実施し、インフルエンザ定点は特に冬季のインフルエンザ流行時に実施しています。眼科と

基幹定点は、対象疾患の患者から検体採取ができた時に随時実施しています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

2009年5月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点36件（鼻咽頭ぬぐい液29件、糞便4件、直

腸ぬぐい液3件）、眼科定点1件（結膜ぬぐい液）、基幹定点2件（糞便2件、髄液1件）でした。患者の臨床症

状別内訳は、小児科定点は気道炎19人、胃腸炎（下痢・嘔吐含む）7人、伝染性紅斑症5人、発疹3人、口

内炎1人、ヘルパンギーナ1人、眼科定点は急性出血性角結膜炎1人、基幹定点は胃腸炎2人でした。 

6月10日現在、小児科定点では、気道炎患者2人と胃腸炎患者1人からアデノウイルス2型、別の気道炎

患者1人からアデノウイルス（型未同定）、口内炎患者1人からヘルペスウイルス1型が分離されています。こ

れ以外にPCR検査では、小児科定点の気道炎患者1人と発疹患者1人からアデノウイルス3型、胃腸炎患

者2人からアデノウイルス2型とアデノウイルス41型、伝染性紅斑患者5人と発疹患者1人からヒトパルボウイ

ルスB19型、ヘルパンギーナ患者1人からコクサーキーウイルスA10型、発疹患者1人からコクサｯキーウイル

スA9型が検出されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

 

＜細菌検査＞ 

5月の感染性胃腸炎関係の受付は3件でCampylobacter jejuni が2検体より検出されました。 

菌株は8株で腸管出血性大腸菌および毒素原性大腸菌が各1件検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は6件でA群溶血性レンサ球菌が6件すべてで検出されました。 

 

 

 

 

 

 

＊ 2009年6月14日現在、新型インフルエンザ関連の検体の検査を359件行いました。 

＊ 新型インフルエンザ（A/H1N1）の感染患者は4名です。 

 

患者の概要 

1 27歳 男性 6月6日確認 

2 43歳 女性 6月11日確認 

3 17歳 男性 6月12日確認 

4 33歳 男性 6月13日確認 

 

 

 

【新型インフルエンザの情報】 



感 染 性 胃 腸 炎

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 小児科 基幹

件 数 3 8 10 34

菌種名

サルモネラ

腸管病原性大腸菌 1

毒素原性大腸菌 1 2

組織侵入性大腸菌

腸管出血性大腸菌 1 1

腸管凝集性大腸菌

黄色ブドウ球菌

カンピロバクター 2 2

不検出 1 6 8 30

呼 吸 器 感 染 症 等

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 小児科 基幹

件 数 6 41 2

菌種名

A群溶血性レンサ球菌  T１ 2

                                   T2 1

                                   T3 2 4

                                   T4 2 4

                                   T12 1 11

                                   T13

                                   T25 1 1

                                   T28 3

    T B3264 1

 T 型別不能 2

B群溶血性レンサ球菌  1

G群溶血性レンサ球菌  

黄色ブドウ球菌

髄膜炎菌

インフルエンザ菌 1

肺炎球菌 1

不検出 0 11 0

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法

【  細菌担当  】

感 染 症 発 生 動 向 調 査 に お け る 病 原 体 検 査 5月

5月 2009年1～5月

5月 2009年1～5月
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由  来  別  病  原 菌  検  出  状  況 5月

分 離 菌 株 数

ヒ  ト 環 境 食  品

5月 2009年1-5月 5月 2009年1-5月 5月 2009年1-5月

件 数 62 27

菌種名

コレラ  Ｏ－１

          Ｏ－１以外 1 1

赤痢菌  Ａ

             Ｂ

             Ｃ

             Ｄ 3 6

その他 1

チフス菌

パラチフスA菌 1

その他のサルモネラ

Ｏ４群

Ｏ７群 1

Ｏ８群

Ｏ９群

Ｏ３，１０群

            その他

腸管病原性大腸菌 1

毒素原性大腸菌 1 2

組織侵入性大腸菌

腸管出血性大腸菌 4 12

腸管凝集性大腸菌

腸炎ビブリオ

黄色ブドウ球菌 4 13

カンピロバクター 6 * 10 1

ウェルシュ菌 11

A群溶血性レンサ球菌 6 29

B群溶血性レンサ球菌 1

レジオネラ 1

セレウス菌

インフルエンザ菌 1

肺炎球菌 1

その他
 *  Campylobacter jejuni が4株 Campylobacter coli が2株

【 細菌担当 】

検体の種類 糞便、尿、咽頭ぬぐい液、 河川水、河川底泥等 食品、食品容器等のふきとり、

喀痰等 菌株による依頼を含む 飲料水等
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表1 2009年4月 アクセス順位 

順位 タイトル 件数 

 1 マイコプラズマ肺炎について 7,561

 2 大麻（マリファナ）について 5,108

 3 百日咳について 3,118

 4 
ヘモフィルス-インフルエンザb型菌(Hib)感染症に

ついて 

2,860

 5 英字略語集（ABC順） 2,017

 6 ちょっと専門的なデータシート 1,946

 7 B群レンサ球菌(GBS)感染症について 1,904

 8 梅毒について 1,830

 9 性器ヘルペス感染症について 1,708

 10 性器クラミジア感染症について 1,556

データ提供：行政運営調整局IT活用推進課

衛生研究所WEBページ情報 
（アクセス件数・順位 21年度4月分、電子メールによる問い合わせ・追加・更新記事 21年度5月分） 

 
横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、1998年3月に開設され、感染症情報、保

健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

2008年4月、市民にわかりやすくかつ迅速な情報提供を目指して、リニューアルを行いました。 

今回は、2009年4月のアクセス件数、アクセス順位及び2009年5月の電子メールによる問い合わせ、

WEB追加・更新記事について報告します。 

なお、アクセス件数については行政運営調整局IT活用推進課から提供されたデータを基に集計しまし

た。 
 

1 利用状況 

(1) アクセス件数 (2009年4月) 

2009年4月の総アクセス数は、136,302件でした。主な内訳は、感染症55.3%、食品衛生19.6%、保健情報

8.9%、検査情報月報3.6%、生活環境衛生1.6%、薬事1.9%でした。 

 

(2) アクセス順位 (2009年4月) 

4月のアクセス順位（表1）は、

第1位が「マイコプラズマ肺炎に

ついて」、2位が「大麻（マリファ

ナ）について」、3位が「百日咳に

ついて」でした。 

国立感染症情報センターによ

ると、2008年末からマイコプラズ

マ肺炎の報告数の増加がみられ、

2009年第21週（5月18～24日）ま

での報告では、第18週以降増加

が続いており、過去5年間の同時

期と比較すると、やや多い傾向で

推移しています。 

2位に「大麻（マリファナ）について」が入りました。 

「大麻」や麻薬の原料となる「けし」は、大麻取締法、あへん法等により、栽培の免許を受けた人以外の栽

培が禁止されていますが、依然として乱用目的で不正に栽培する者が後を絶たない状況です。 

厚生労働省が4月24日に「不正大麻・けし撲滅運動の実施について」報道発表しました。 

また、大麻取締法（所持）違反の罪に問われた力士の初公判が4月にあり、これらの事がアクセス件数に

影響しているものと考えられます。 

3位が「百日咳について」でした。 

百日咳はこれまで乳幼児を中心とした小児で流行する疾患とされていましたが、ワクチンの開発・普及と

乳児期の接種率の上昇によって、患者報告数は大きく減少しました。しかし最近では小児科定点報告疾

患であるにもかかわらず20歳以上の成人例の報告数が年々増加していると共に、患者報告数は、2007年

以降増加に転じ、2008年は2000年以降では最多の報告数となっています。 

2009年の患者報告数は、これまで2008年を上回る水準で推移しており、2008年と同様に第13週（3月23

～29日）の患者報告数に大きな増加がみられています。 
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感染症情報センターでは、成人層を中心とした患者発生状況の実態をより明らかにすることを目的として、

2008年5月から「百日咳DB：全国の百日咳発生状況」（http://idsc.nih.go.jp/disease/pertussis/pertu-db.html）

を立ち上げ、感染症発生動向調査とは別に解析を行っています。 

2008年5月8日から11月9日までに同DBに報告された498例（後に百日咳を否定された3例を除く）のうち、

16歳以上は332例（66.7％）でした （http://idsc.nih.go.jp/disease/pertussis/DB/s-081109.pdf）。 

これらの結果から、小児科定点からの報告よりも、実際には10代もしくは20代以上において、発病者の

大幅な増加がみられている可能性があります。今後、患者発生数の増加に伴う感染機会の増加から、乳幼

児への感染が懸念されます。 

 

(3) 電子メールによる問い合わせ （2009年5月） 

2009年5月にホームページのお問合わせフォームを通していただいた電子メールによる問い合わせの

合計は、5件でした（表2）。 

 

 

2 追加・更新記事 （2009年5月） 

2009年5月に追加・更新した主な記事は、6件でした（表3）。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

表3 2009年5月 追加・更新記事 

掲載月日 内容 備考 

5月1日 学校感染症について 更新 

5月1日 学校保健安全法について 更新 

5月2日 横浜市インフルエンザ等流行情報 12号 追加 

5月13日 感染症に気をつけよう（4月号） 追加 

5月21日 横浜市における麻しん患者届出状況 （2009年） 更新 

5月30日 高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生状況 更新 

表2 2009年5月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

トキソプラズマ抗体について 1 衛生研究所 

新型インフルエンザについて 1 衛生研究所 

合成薬物について 1 衛生研究所 

アセスルファカリウムについて 1 衛生研究所 

砂場の衛生学的検査について 1 衛生研究所 




